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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費増税に伴う駆け込み需要の反動減により一時的に減速し

たものの、経済・金融政策の効果等に加え、設備投資の増加や雇用情勢の改善などを背景に、景気の回復基調が継

続いたしました。

 当社グループの主要な事業にあたる輸送業界では、前年度の駆け込み需要の反動減に加え、消費増税に伴う個人

消費の停滞もあって貨物輸送量が減少する中、高止まりする燃料費やドライバー不足などの課題も経営圧迫要因と

なり、厳しい経営環境が続きました。

 このような状況のもと、当社グループは、今年度を初年度とする新３ヵ年中期経営計画「ＪＵＭＰ ＵＰ 70 

～未来への変革～」の数値計画を達成できるよう、各施策を着実に実行し、当社の企業価値向上に向けて一丸とな

って邁進してまいりました。

 この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は1,294億９百万円（前年同期比2.1％増）、営業利益は29億92百

万円（前年同期比13.7％減）、経常利益は36億34百万円（前年同期比25.4％減）、四半期純利益は25億54百万円

（前年同期比15.4％減）となりました。

 

 セグメント業績は、次のとおりであります。

 

①輸送事業

 輸送事業におきましては、新中期経営計画のもと、輸送ネットワークの安定、ロジスティクス事業の拡大、国際

化への対応などの主要施策を着実に実施することで収入の拡大と利益の確保に努めてまいりました。

 輸送事業グループの中核会社にあたる西濃運輸株式会社では、輸送の良循環を構築し、安定した輸送力と時間・

氣持・精度をお客様に提供することで一層のＣＳ向上に努めるとともに、新規顧客の獲得、実費・サービスの有料

化、適正運賃や燃料サーチャージの収受などに注力することで収入の確保を図りながら、貨物輸送量に相関した費

用の適正管理を行うことで、引き続き安定した利益の確保を図ってまいりました。

 この結果、売上高は963億18百万円（前年同期比1.9％増）となりましたが、営業利益は15億５百万円（前年同期

比25.2％減）となりました。

 

②自動車販売事業

 自動車販売事業中、乗用車販売におきましては、消費増税前の駆け込み需要の反動で落ち込んだ新規の受注の影

響により、新車販売台数は前年同期実績を下回る結果となり、いまだ本格回復は望めず、先行きは予断を許さない

状況となっております。一方、中古車販売でも、新車販売同様に消費増税の影響により小売が伸び悩んだ事と、オ

ークション市場が低調であったことから、前年同期実績を下回る販売台数となりました。

 トラック販売におきましては、新車販売台数は、消費増税に伴う駆け込み需要の反動減があるものの、景気回復

や公共投資に支えられ、堅調に推移し、前年同期実績を上回りました。また、車検整備と部品販売に注力し、保有

ビジネスの強化に努めた結果、その実績は、前年同期実績を大きく上回りました。

 この結果、売上高は212億38百万円（前年同期比0.9％減）となりましたが、営業利益は12億９百万円（前年同期

比13.9％増）となりました。

 

③物品販売事業

 物品販売事業におきましては、燃料や紙・紙製品に代表される物品の販売を行っております。主力事業にあたる

燃料販売が堅調に推移したことから、売上高は81億38百万円（前年同期比10.3％増）となりましたが、営業利益は

88百万円（前年同期比47.9％減）となりました。

 

④不動産賃貸事業

 不動産賃貸事業におきましては、主に都市開発の影響や狭隘化などの理由で代替化措置が図られたトラックター

ミナル跡地や店舗跡地などを賃貸に供することで経営資源の有効活用に努めております。売上高は３億52百万円

（前年同期比0.8％増）、営業利益は３億５百万円（前年同期比0.8％増）となりました。

 

⑤その他

 その他におきましては、情報関連事業、住宅販売業、建築工事請負業、タクシー業および労働者派遣業などで、

売上高は33億61百万円（前年同期比9.2％増）、営業利益は２億31百万円（前年同期比662.8％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は、5,440億31百万円と前連結会計年度末に比べ16億20百万円の増加とな

りました。建物及び構築物が増加したことなどが主な要因であります。負債については、1,966億86百万円と前連

結会計年度末に比べ６億13百万円の増加となりました。未払費用が増加したことなどが主な要因であります。ま

た、純資産については、3,473億45百万円と前連結会計年度末に比べ10億６百万円の増加となりました。

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 わが国経済の今後を見通しますと、海外景気の下振れ懸念が残るものの、消費増税に伴う駆け込み需要の反動減

の影響も次第に薄れ、緩やかな回復を続けていくものと思われます。

 当社グループの事業の中心を占める輸送業界におきましては、駆け込み需要の反動減や個人消費の落ち込みから

の早期の回復が期待されておりますが、燃料費価格の高止まりや同業者間の競争激化など、引き続き予断を許さな

い経営環境が続くものと予測されます。

 このような状況の中で、更なる経営効率の向上を図り、引き続き利益の確保に努めてまいります。

 なお、当社グループの第２四半期連結累計期間および通期の連結業績につきましては、平成26年５月14日の決算

短信で公表いたしました連結業績予想の数値に変更はありません。

 

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（退職給付に関する会計基準等の適用）

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、割引率の決

定方法を従業員の平均残存勤務期間に近似した年数を基礎に決定する方法から、退職給付の支払見込期間及び支払

見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。

 なお、この変更に伴う当第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金並びに当第１四半期連結累計期間の損益に

与える影響はありません。

 

 

（４）追加情報

（減損会計における資産のグルーピング方法の一部変更）

 輸送事業セグメントでは、顧客満足度の向上を図るため、九州島内の統合を行ったのをはじめ、平成26年４月１

日には本州島内の西濃運輸株式会社他３社による会社分割等の組織再編を行うなど、最適な全国ネットワークの構

築を推進しております。このような環境のなか、今後の全国ネットワークの維持・拡充のための事業所等への投資

意思決定の戦略変化から、平成26年４月７日開催の取締役会で輸送事業の投資戦略や損益管理を輸送事業全体で行

うことを意思決定したことに伴い、減損会計のグルーピングも事業所毎にグルーピングを行う方法から、輸送事業

については輸送事業全体でグルーピングを行う方法に変更いたしました。

 この変更に伴う当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。

 なお、輸送事業セグメント以外のグルーピングは従来と同様の方法によっております。

 

 

 

- 3 -

セイノーホールディングス㈱（9076）　平成27年３月期　第１四半期決算短信



３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 67,658 69,616 

受取手形 8,726 8,723 

営業未収金及び売掛金 98,119 92,245 

有価証券 30,070 30,069 

たな卸資産 8,281 10,613 

繰延税金資産 4,862 6,617 

その他 4,347 4,277 

貸倒引当金 △193 △177 

流動資産合計 221,873 221,985 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 80,440 83,038 

機械装置及び運搬具（純額） 16,090 16,158 

工具、器具及び備品（純額） 1,393 1,496 

土地 169,567 169,561 

建設仮勘定 2,642 787 

その他（純額） 753 733 

有形固定資産合計 270,887 271,776 

無形固定資産    

のれん 11 9 

その他 4,373 4,357 

無形固定資産合計 4,384 4,367 

投資その他の資産    

投資有価証券 28,527 29,331 

長期貸付金 136 127 

退職給付に係る資産 1,569 1,508 

繰延税金資産 10,990 10,925 

その他 4,449 4,413 

貸倒引当金 △407 △402 

投資その他の資産合計 45,265 45,903 

固定資産合計 320,538 322,046 

資産合計 542,411 544,031 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形 4,676 4,812 

営業未払金及び買掛金 52,911 49,850 

短期借入金 2,541 2,523 

未払金 12,237 13,470 

未払費用 13,325 18,259 

未払法人税等 6,680 1,747 

未払消費税等 3,470 4,918 

その他 16,553 17,274 

流動負債合計 112,396 112,857 

固定負債    

転換社債型新株予約権付社債 10,045 10,042 

長期借入金 87 81 

繰延税金負債 8,474 8,584 

役員退職慰労引当金 1,492 1,440 

退職給付に係る負債 60,707 60,806 

資産除去債務 2,508 2,518 

負ののれん 2 1 

その他 358 352 

固定負債合計 83,676 83,828 

負債合計 196,072 196,686 

純資産の部    

株主資本    

資本金 42,481 42,481 

資本剰余金 74,260 74,260 

利益剰余金 222,861 223,228 

自己株式 △8,686 △8,688 

株主資本合計 330,916 331,281 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 7,921 8,456 

土地再評価差額金 △132 △132 

為替換算調整勘定 △163 △175 

退職給付に係る調整累計額 △1,067 △960 

その他の包括利益累計額合計 6,557 7,187 

少数株主持分 8,863 8,875 

純資産合計 346,338 347,345 

負債純資産合計 542,411 544,031 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

売上高 126,804 129,409 

売上原価 115,429 118,386 

売上総利益 11,374 11,022 

販売費及び一般管理費 7,907 8,029 

営業利益 3,467 2,992 

営業外収益    

受取利息 13 17 

受取配当金 279 319 

負ののれん償却額 763 1 

持分法による投資利益 84 85 

その他 273 227 

営業外収益合計 1,413 651 

営業外費用    

支払利息 6 6 

その他 4 3 

営業外費用合計 11 9 

経常利益 4,869 3,634 

特別利益    

固定資産売却益 71 61 

その他 0 － 

特別利益合計 71 61 

特別損失    

固定資産処分損 31 72 

投資有価証券評価損 3 2 

減損損失 224 5 

商号変更関連費用 － 90 

その他 0 6 

特別損失合計 259 177 

税金等調整前四半期純利益 4,682 3,519 

法人税、住民税及び事業税 3,508 2,853 

法人税等調整額 △1,922 △1,916 

法人税等合計 1,585 936 

少数株主損益調整前四半期純利益 3,096 2,582 

少数株主利益 76 27 

四半期純利益 3,020 2,554 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 3,096 2,582 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 888 540 

為替換算調整勘定 57 △12 

退職給付に係る調整額 － 102 

持分法適用会社に対する持分相当額 2 2 

その他の包括利益合計 948 633 

四半期包括利益 4,045 3,215 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 3,963 3,184 

少数株主に係る四半期包括利益 81 31 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 4,682 3,519 

減価償却費 3,325 3,479 

減損損失 224 5 

負ののれん償却額 △763 △1 

のれん償却額 22 1 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △52 △10 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △38 △51 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 380 － 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 353 

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） － △29 

受取利息及び受取配当金 △292 △337 

支払利息 6 6 

投資有価証券評価損益（△は益） 3 2 

有形及び無形固定資産除売却損益（△は益） △40 10 

持分法による投資損益（△は益） △84 △85 

売上債権の増減額（△は増加） 4,703 5,838 

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,665 △2,395 

仕入債務の増減額（△は減少） △1,061 △2,924 

未払費用の増減額（△は減少） 4,556 4,934 

その他 △96 2,124 

小計 13,809 14,439 

利息及び配当金の受取額 418 666 

利息の支払額 △6 △6 

法人税等の支払額 △3,204 △7,751 

営業活動によるキャッシュ・フロー 11,016 7,349 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △3,858 △2,504 

定期預金の払戻による収入 2,793 2,439 

譲渡性預金の預入による支出 － △10,000 

譲渡性預金の払戻による収入 － 10,000 

有形及び無形固定資産の取得による支出 △1,940 △3,057 

有形及び無形固定資産の売却による収入 144 87 

投資有価証券の取得による支出 △38 △251 

子会社株式の売却による収入 － 37 

投資その他の資産の増減額（△は増加） 33 56 

貸付けによる支出 △14 △4 

貸付金の回収による収入 21 16 

その他 △18 △4 

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,876 △3,184 
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    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △8 － 

長期借入金の返済による支出 △38 △23 

自己株式の取得による支出 △2 △2 

配当金の支払額 △2,189 △2,188 

少数株主への配当金の支払額 △36 △60 

その他 △14 4 

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,289 △2,270 

現金及び現金同等物に係る換算差額 9 △2 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 5,860 1,891 

現金及び現金同等物の期首残高 54,054 55,556 

現金及び現金同等物の四半期末残高 59,914 57,448 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  輸送事業 
自動車販売 

事業 

物品販売 

事業 

不動産賃貸 

事業 

その他 

(注)１ 
計 

調整額 

(注）２ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）３ 

売上高                

外部顧客への売上高 94,559 21,436 7,379 349 3,078 126,804 － 126,804 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
300 1,899 6,172 － 2,167 10,539 △10,539 － 

計 94,859 23,335 13,552 349 5,246 137,343 △10,539 126,804 

セグメント利益 2,014 1,061 169 302 30 3,578 △111 3,467 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報関連事業、住宅

販売業、タクシー業、旅行代理店業、建築工事請負業、労働者派遣業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△111百万円には、セグメント間取引消去85百万円及び各報告セグメン

トに配分していない全社費用△197百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメント

に帰属しない提出会社の営業費用であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  輸送事業 
自動車販売 

事業 

物品販売 

事業 

不動産賃貸 

事業 

その他 

(注)１ 
計 

調整額 

(注）２ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）３ 

売上高                

外部顧客への売上高 96,318 21,238 8,138 352 3,361 129,409 － 129,409 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
303 1,652 6,376 － 6,162 14,495 △14,495 － 

計 96,622 22,890 14,514 352 9,524 143,904 △14,495 129,409 

セグメント利益 1,505 1,209 88 305 231 3,340 △347 2,992 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報関連事業、住宅

販売業、タクシー業、旅行代理店業、建築工事請負業、労働者派遣業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△347百万円には、セグメント間取引消去△107百万円及び各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△240百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメン

トに帰属しない提出会社の営業費用であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 重要性が乏しいため、記載を省略しております。
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